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１．はじめに
⑴　線虫と作物生産
　線虫（センチュウとも呼ばれる）は、地
球上のどこにでも膨大な数で生息する小動
物であり、土の中にも多く存在している。
その一部は、作物に寄生して栄養を摂取し、
正常な生育を阻害するので、防除が必要と
なる。
　このような有害線虫による被害は、農業
上大きな問題となっており、サツマイモに
おいても例外ではない。日本では特に、ネ
コブセンチュウとネグサレセンチュウが問
題となり、防除の対象とされている。
　本稿の研究対象はネコブセンチュウ（図
１）であるが、幅広い作物を寄主にしてお
り、世界的にも重要な有害線虫である。こ
の線虫は寄主の根に侵入するとこぶを作
り、根の養水分吸収を阻害する。さらに根
菜類では、商品部位である根の肥大が正常

に行われなくなるので、商品部位の外観が
悪化し、その価値が低下する。
⑵ 　南九州におけるサツマイモ栽培と線虫
対策

　南九州地域（宮崎県および鹿児島県）の
畑作において、サツマイモはでん粉用、青
果用、菓子原料用、および焼酎原料用等の
仕向けがあり、災害に強く、収量・価格が
概して安定していることに加え、定植期・
収穫期に幅があり比較的大面積に作付可能
なため、広く栽培されており （久保田ら 
2009）、夏季の基幹作物となっている。
　この地域では様々ないも類・野菜類が栽
培されているものの、専作化が進んでおり、
サツマイモ栽培においても、連作がしばし
ば行われ、線虫害を含む連作障害を招いて
いる。南九州地域で広く栽培されている青
果用の「高系14号」および焼酎原料用の「コ
ガネセンガン」は、いずれもネコブセンチュ
ウに感受性であるため、加害による塊根の
外観悪化や減収が、生産上の大きな問題と
なっており、多くの場面で防除が必要とさ
れている。
　現在、サツマイモの線虫防除は限られた
薬剤による処理に依存している。現状では
殺線虫剤処理は安価な防除手段であるが、
その価格は社会情勢等の影響を受けるの
で、将来も安価であるとは限らない。従っ
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図１　ネコブセンチュウの幼虫
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て、新しい線虫防除技術の開発は急務であ
り、特に環境や人体に対する影響が小さい
代替技術として、耕種的防除技術の開発が
求められている。そこで次項では、筆者が
携わったいくつかの技術について紹介す
る。

２ ．サツマイモのネコブセンチュウ害を軽
減する耕種的技術
⑴ 　サツマイモ－ダイコン二毛作体系にお
ける線虫抵抗性サツマイモ品種栽培の導
入
　近年、日本では多くのサツマイモ品種が
育成されており、そのほとんどがネコブセ
ンチュウによる被害を受けない、線虫抵抗
性を持つ品種である（図２）。ただし、抵
抗性品種においても、栽培した際の線虫の
増殖率には品種間で大きな違いが存在する
ので、抵抗性品種を栽培することで密度を
減らすには、線虫が増殖しない品種を選ぶ
必要がある （佐野ら 2002）。ここでは、ほ
ぼ完全に線虫の増殖を抑制し、1作後の線
虫密度が低くなることを期待できる品種を
高度抵抗性品種とする。
　南九州では、生産者が夏作サツマイモ栽
培の後作（秋作）に野菜を栽培して収益性

を高めることが可能であるが、多くの野菜
ではネコブセンチュウ害が問題になる。感
受性サツマイモ品種の栽培は一作で線虫密
度を激増させるため、それら野菜の前作と
しては適さない。しかし、高度抵抗性サツ
マイモ品種の栽培跡地では、線虫密度が低
下するので、後作（秋作）の野菜における
被害抑制が期待できる。そこで、高度抵抗
性品種を夏に栽培して線虫密度を低下させ
ることで、殺線虫剤を用いなくても毎年の
サツマイモおよび野菜生産が可能かどうか
について検討した （Suzukiら 2012）。
　高度抵抗性品種としては、「ジェイレッ
ド」を供試し、露地野菜としては、南九州
で代表的な露地野菜であるダイコンを用い
た。高度抵抗性品種を栽培することで線虫
密度は低下した。さらに、ダイコンの線虫
害は高度抵抗性品種を栽培した後作の場合
に軽減された。以上の結果は、高度抵抗性
サツマイモ品種を導入することで、農薬使
用の削減と収益確保の両立が可能であるこ
とを示しているといえる。
⑵ 　作型がサツマイモの線虫害に及ぼす影
響

　南九州における焼酎原料用サツマイモの
作型は、３月下旬から４月に植え付けて８

図２　線虫汚染圃場で栽培したサツマイモ塊根の様子
　　（左側の感受性品種では線虫害が発生している）
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月中旬から10月にかけて収穫する透明マル
チ栽培、４月下旬から５月に植え付けて10
月から12月に収穫する黒マルチ栽培、５月
から６月に植え付けて10月から12月に収穫
する無マルチ栽培に分けられ（西原 
2010）、作期の違いに対応したマルチ資材
が用いられている。作期や地温は線虫の密
度動態や作物への寄生に影響するので、作
型の違いは線虫害の発生に影響すると考え
られる。そこで，サツマイモの線虫害に作
型が与える影響について検討した （鈴木ら 
2013）。
　圃場の線虫密度を寄主植物根への寄生程
度により評価したところ、一定数の線虫は
６月後半になっても残存しているものの、
時期が遅くなるにつれて線虫密度は低下す
る傾向を示した。また、遅い時期の作型で
は、被害を受けていない塊根の割合が高い
傾向が認められ、作型が線虫害の発生に及
ぼす影響が明らかになった。
⑶ 　マルチの種類・有無がサツマイモの線
虫害に及ぼす影響
　作型や地温が線虫害の発生に影響するこ
とが⑵で示唆されたが、サツマイモの生育
初期では地上部がまだ繁茂していないの
で、畦をポリマルチで被覆した場合、マル
チの種類・有無が直接地温に影響する。そ
こで、同一作期でサツマイモを栽培した場
合に、用いるマルチの種類・有無が線虫害
の発生に及ぼす影響について検討した （鈴
木ら 2013）。
　生育初期の日最高地温及び日平均地温は
透明マルチ栽培で最も高く、次いで黒マル
チ栽培、白黒ダブルマルチ栽培の順であっ
た。白黒ダブルマルチ栽培では被害を受け
ていない塊根の割合や重さが、透明マルチ

栽培や黒マルチ栽培と比較して高くなり、
線虫害が抑制されることが示された（図
３）。
⑷ 　ダイコンとサツマイモの畦連続使用体
系がサツマイモのネコブセンチュウ害に
及ぼす影響

　畦連続使用栽培とは、前作収穫後、前作
で使用した畦に後作を直ちに植え付ける栽
培法である。耕うん、畦立て等の作業が省
略されるので，コストや労力の削減に有効
な栽培法として、九州沖縄農研で開発が続
けられている（九州沖縄農業研究センター
畑作研究領域　2013）。ここでは、冬季ダ
イコンと夏季サツマイモ二毛作体系におけ
る、畦連続使用がサツマイモの線虫害に及
ぼす影響について検討した（Suzukiら　
2014）。
　畦連続使用体系では、サツマイモ栽培前
に耕うんおよび畦立てを実施する慣行体系
と比較して、サツマイモの線虫害が少ない
傾向が認められた（図４）。ダイコン栽培
後の線虫密度は、畦連続使用体系および慣
行体系の双方において畦内上層ほど低かっ
たが、慣行体系では耕うん、畦立て後に畦
内上層の密度はやや上昇し、畦内上層の密

図３　 マルチの種類・有無がサツマイモの線虫害に
及ぼす影響
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度が低いことが、畦連続使用体系でサツマ
イモの被害が少なくなった原因の一つと推
察された。従って、畦連続使用体系の採用
は，サツマイモの線虫害軽減策の一つにな
り得ると考えられる。

３．おわりに
　本稿では、現在行われている夏季のサツ
マイモ生産および秋冬季の野菜生産を継続
しながら、各作物の線虫害を軽減できる技
術開発に役立つ、耕種的手法について紹介
した。今後は、これらの手法を組み合わせ
ることで、線虫害の軽減と収益性の維持を
両立できる生産体系を構築できる可能性が
ある。
　しかし、これらの技術がどの程度線虫害
を軽減できるかについては，十分なデータが
得られていない。耕種的手法の効果は、そ
の時の線虫密度に大きく影響される場合が
多く、生産現場で線虫害を安定して回避し
ていくためには、作付体系を考慮した上で、
密度調査、耕種的防除技術の利用、殺線虫
剤の利用等を有効に組み合わせた、総合防
除体系を開発していくことが必要である。
　現在、生産現場では、前作の状況や栽培
環境条件には関係なく、多くの作物で毎作
殺線虫剤処理が行われていることが多く、
このような防除法は過剰である場合も少な
くない。他の作物種と線虫種の組みあわせ
では、総合防除体系が提案されている事例

もあるので、サツマイモのネコブセンチュ
ウ害についても、被害に関係する要因を着
実に解明し、総合防除体系の開発につなげ
ていくことが必要であろう。
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図４　畦連続使用体系がサツマイモの線虫害に及ぼす影響

024　特集　鈴木崇之.indd   27024　特集　鈴木崇之.indd   27 2015/03/09   18:51:122015/03/09   18:51:12


